
　　　　

2025 年 2 月 20 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 子どもたちの教育的ニーズを把握し、そのもてる力を高め、生活や学習上の困難を改善、克服するため適切な指導及び必要な支援を行う。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスイルカ 作成日支援プログラム（多機能型)

・絵本や製作を通して季節を感じる
・製作活動により色・形・重さ・柔らかさなどの感覚を養う
・ルール理解も含めタイムタイマーの取り入れ
・公園までの散歩移動で交通ルールの順守や集団行動、危険の理解向上

・遊びや様々な活動を通して多くの言葉に触れる
・自分の思いが伝わる経験ができるような支援

・屋内遊びやレクリエーションで、人と協力することを学ぶ
・様々な学年の児童と関わることで集団における社会性を学ぶ
・絵カードや交代カードなどを提示して対応

支援方針 公園や屋内での遊び、レクリエーションを通じて集団での行動や過ごし方を学び、園や学校での生活につなげていく。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・季節に合わせた行事（花見、BBQ、水遊び、夏祭り、ハロウィンパーティー、クリスマス会)
・保護者参観の実施

（別添資料１）

家族支援

・家族からの相談や悩みに対しての助言
・家族の休息、リフレッシュ
・延長サービス

移行支援

・学校、関係機関との連携
・移行支援会議・カンファレンスへの参加
・就労移行支援における情報提供

地域支援・地域連携

・関係する放デイや児童発達支援事業所、相談支援事業所に様子を報告するな
　ど情報共有し、密な連携を図る
・近隣のスーパーへ買い物
・近くの公園に行き、地域児童とも遊ぶ

職員の質の向上

・一人一人の児童に対する担当者会議の実施
・委員会による安全管理の共有
・新入職員研修
・法定研修の実施

支　援　内　容

・健康状態の把握
・トイレに行くタイミングを声掛け
・手洗いの仕方を絵カードで視覚提示
・クッキングや物の整理など自ら行う事で身辺自立につなげる

・遊びや活動を通して様々な感覚に刺激を与え、感覚を養う
・リトミックやキッズピラティスによる姿勢の保持や感覚の向上
・保有する感覚を十分に活用できる支援

本
人
支
援


